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�����今月の主なページ 

 2 第27回村民体育祭 
 4 秋の味覚がり 
 6 人権教育紙上講座 
 7 健康センター通信 
 8 こんにちは社協です 
 10 四葉のスケッチ 
 12 村の石造物あれこれ 
 13 議会だより 
 18 暮らしの便利帳 
 20 戸籍の窓 

�����今月の人口・世帯 
人口……4,259人　世帯……1,457戸 

　遊休農地解消対策の一環として武石村農業委員会は築

地原地区の農園で野沢菜を栽培しています。 

　有機質をたっぷりと入れ、良い野沢菜が出来ました。自分

で摘み取りをする収穫即売会を１１月２０日（日）に予定してい

ます。道具を持参して農園へ出かけてみましょう。 



　
十
月
九
日
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
は
、
武
石
村
と
し
て
は
、

今
年
で
最
後
と
な
る
第
二
十
七

回
村
民
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
各
分
館
の
応
援
席
で
は
、
地

区
の
選
手
が
出
場
す
る
と
「
が

ん
ば
れ
〜
」
「
い
け
〜
」
な
ど

と
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
綱
引
き
や
年
代
別
リ
レ
ー
な

ど
の
種
目
が
行
わ
れ
、
各
種
目

中
に
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
る
と

大
き
な
笑
い
声
や
大
歓
声
が
わ

き
あ
が
り
、
と
て
も
楽
し
い
一

日
で
し
た
。 
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九
月
十
一
日
、
第
二
十
一
回
村
民

ゴ
ル
フ
大
会
が
グ
ラ
ン
ス
テ
ー
ジ
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
丸
子
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
約
七
十
五
名
の
方
が

参
加
し
、
自
己
の
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
と

大
会
で
の
好
成
績
を
目
指
し
て
プ
レ

ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
大
会
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◆
総
合
の
部
（
新
ぺ
リ
ア
方
式
）

優
　
勝
　
大
沢
　
昭
宜

準
優
勝
　
内
田
　
和
義

第
三
位
　
佐
藤
袈
裟
太

第
四
位
　
佐
藤
八
重
子

第
五
位
　
高
橋
　
徳
夫

第
六
位
　
櫻
井
　
敏
昭

第
七
位
　
高
橋
　
　
弘

第
八
位
　
樋
口
　
一
重

第
九
位
　
下
城
　
武
司

第
十
位
　
橋
詰
　
厚
史

◆
シ
ニ
ア
の
部
（
新
ぺ
リ
ア
方
式
）

優
　
勝
　
大
沢
　
昭
宜

準
優
勝
　
佐
藤
袈
裟
太

第
三
位
　
櫻
井
　
敏
昭

◆
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

（
新
ぺ
リ
ア
方
式
）

優
　
勝
　
佐
藤
八
重
子

準
優
勝
　
内
田
　
玲
子

第
三
位
　
片
桐
　
芳
江

◆
グ
ロ
ス
の
部
（
ス
ク
ラ
ッ
チ
方
式
）

優
　
勝
　
大
沢
　
昭
宜

準
優
勝
　
高
橋
　
　
弘

第
三
位
　
樋
沢
　
純
二

九
月
三
十
日
に
中
央
公
民
館
で
武

石
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
旗
争
奪
戦

お
よ
び
村
長
杯
争
奪
戦
の
閉
幕
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
に
開
幕
し
た
連
盟
旗
争
奪
戦

に
は
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
約
三

ヵ
月
に
わ
た
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
結
果
は
市
之
瀬
フ
レ
ン

ド
が
十
二
勝
一
敗
で
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
お
盆
明
け
か
ら
始
ま
っ
た

村
長
杯
争
奪
戦
の
決
勝
で
は
時
間
切

れ
の
為
、
引
き
分
け
と
な
り
、
七
ヶ

ク
ラ
ブ
と
キ
ン
グ
エ
コ
ー
ズ
の
両
チ

ー
ム
が
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
三
位

決
定
戦
も
同
様
の
引
き
分
け
と
な
り

下
本
入
と
鳥
屋
の
両
チ
ー
ム
が
三
位

と
な
り
ま
し
た
。

◆
連
盟
旗
争
奪
戦

優
　
勝
　
市
之
瀬
フ
レ
ン
ド

準
優
勝
　
七
ヶ
ク
ラ
ブ

第
三
位
　
余
里

◆
村
長
杯
争
奪
戦

優
　
勝
　
七
ヶ
ク
ラ
ブ

優
　
勝
　
キ
ン
グ
エ
コ
ー
ズ

第
三
位
　
下
本
入

第
三
位
　
鳥
屋

十
月
十
四
日
、
財
団
法
人
郵
政
福

祉
か
ら
特
養
と
も
し
び
に
車
椅
子
の

贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

財
団
法
人
郵
政
福
祉
は
、「
豊
か

に
共
生
し
て
い
く
社
会
」「
い
き
い
き

と
し
た
高
齢
社
会
」「
障
害
も
持
っ
た

人
々
に
優
し
い
社
会
」
な
ど
の
実
現

に
貢
献
す
る
幅
広
い
公
益
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
車
椅
子
は
と
も
し
び
も
含

め
て
、
東
信
地
区
で
五
施
設
に
送
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

キングエコーズ 
七ヶクラブ 
鳥　　屋 
小沢根 
薮合ダンディース 
上本入西部 
堀ノ内スターウォーズ 
下本入 
上本入東部 
余　　里 
トータス2000 
市之瀬フレンド 
片羽クラブ 
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平成17年度 武石村ソフトボール連盟旗争奪戦成績表 
　 

順
　
　
位 

　 

勝
　
　
点 

　 

引
き
分
け 

　
　   

負 

　
　   

勝 

沖 片
羽
ク
ラ
ブ 

市
之
瀬
フ
レ
ン
ド 

ト
ー
タ
ス
2
0
0
0 

余
　
　
里 

上
本
入
東
部 

下
本
入 

堀
ノ
内
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ 

上
本
入
西
部 

薮
合
ダ
ン
デ
ィ
ー
ス 

小
沢
根 

鳥
　
　
屋 

七
ヶ
ク
ラ
ブ 

キ
ン
グ
エ
コ
ー
ズ 

市之瀬フレンド
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◆
保
育
園
シ
イ
タ
ケ
狩
り

十
月
十
二
日
、
と
も
し
び
博
物
館

隣
で
林
業
体
験
と
し
て
シ
イ
タ
ケ
狩

り
を
行
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
の
顔
よ
り
大
き
く
育
っ

た
シ
イ
タ
ケ
を
見
て
、
園
児
た
ち
は

大
喜
び
。
頭
に
の
せ
て
「
カ
ッ
パ
！
」

な
ど
と
笑
い
な
が
ら
楽
し
く
シ
イ
タ

ケ
狩
り
が
出
来
ま
し
た
。
収
穫
し
た

シ
イ
タ
ケ
は
給
食
で
い
た
だ
く
そ
う

で
す
。

◆
小
学
校
稲
刈
り
交
流
会

十
月
十
三
日
、
練
馬
区
か
ら
春
日

小
学
校
の
六
年
生
四
十
八
人
が
「
稲

刈
り
交
流
会
」
を
楽
し
む
た
め
に
武

石
小
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

交
流
会
は
全
児
童
で
迎
え
、
お
互

い
の
学
校
紹
介
や
音
楽
の
発
表
を
し

て
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

稲
刈
り
は
小
学
五
年
生
が
先
生
と

な
り
、
稲
の
刈
り
方
や
は
ぜ
の
か
け

方
を
教
え
ま
す
。
五
月
に
植
え
た
稲

は
大
き
く
育
ち
た
く
さ
ん
の
実
を
つ

け
ま
し
た
。
練
馬
区
の
児
童
た
ち
は

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
稲
を
刈
り
、
は

ぜ
か
け
ま
で
の
稲
刈
り
体
験
を
楽
し

そ
う
に
行
い
ま
し
た
。

◆
小
学
校
キ
ノ
コ
狩
り

十
月
十
四
日
、
余
里
に
あ
る
村
有

林
で
小
学
五
年
生
が
キ
ノ
コ
狩
り
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
キ
ノ
コ
狩
り
の

ク
リ
タ
ケ
は
児
童
た
ち
が
菌
打
ち
を

し
た
も
の
を
山
に
ふ
せ
た
原
木
で
す
。

菌
打
ち
し
て
か
ら
収
穫
で
き
る
ま
で

は
、
二
年
か
ら
三
年
か
か
る
そ
う
で

す
。今

年
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
キ
ノ

コ
は
あ
ま
り
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

み
ん
な
で
楽
し
く
キ
ノ
コ
狩
り
が
出

来
ま
し
た
。

九
月
二
十
八
日
、
依
田
窪
南
部
中

学
校
体
育
館
で
依
田
窪
南
部
中
学
校

開
校
五
十
周
年
記
念
式
典
と
屋
内
運

動
場
及
び
プ
ー
ル
竣
工
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

依
田
窪
南
部
中
学
校
開
校
五
十
周

年
記
念
式
典
で
は
、
生
徒
会
の
太
鼓

の
演
奏
や
南
部
中
学
校
五
十
周
年
の

歩
み
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
内
運
動
場
と
プ
ー
ル
竣

工
式
典
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
生
徒
に
よ
る
ガ
ム
ラ
ン
演
奏
や

吹
奏
楽
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
屋
内
運
動
場
及
び
プ
ー
ル
の
概
要
】

《
屋
内
運
動
場
》

１
Ｆ
　
部
室
・
ピ
ロ
テ
ィ
ー

２
Ｆ
　
ア
リ
ー
ナ
（
ス
テ
ー
ジ
等
）

《
地
域
連
携
施
設
》

１
Ｆ
　
会
議
室
な
ど

《
柔
剣
道
場
》

柔
道
場
・
剣
道
場

《
プ
ー
ル
》

25
ｍ
　
７
コ
ー
ス
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路
結
石
の
形
成
と
間
質
性
の
腎
機
能

障
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
主
因
と

考
え
ら
れ
て
き
た
。
現
在
で
は
こ
れ

に
加
え
て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
と
の
関
係
で
高
尿
酸
血
症
に
は

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
動

脈
硬
化
症
が
高
率
に
合
併
す
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
疾
患
が
腎
臓
内
の
細
動
脈

硬
化
や
糸
球
体
の
障
害
を
引
き
起
こ

し
て
間
接
的
に
腎
機
能
障
害
を
進
行

さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
次
回
に
続
く
）

前
回
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。
こ
の
高
尿
酸
血
症

も
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

診
断
基
準
に
は
入
り
ま
せ
ん
が
、
関

係
が
強
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
尿
酸
と
は
…

生
体
は
絶
え
ず
新
陳
代
謝
に
伴
い

細
胞
分
裂
と
古
い
細
胞
の
崩
壊
を
繰

り
返
し
て
い
る
。
細
胞
の
核
に
は
核

酸
（
遺
伝
子
の
本
体
）
と
い
う
物
質

が
あ
り
、
こ
の
核
酸
の
構
成
成
分
の

ひ
と
つ
が
プ
リ
ン
体
で
あ
る
。
食
物

中
に
は
動
植
物
の
細
胞
が
含
ま
れ
て

い
る
。
従
っ
て
、
生
体
内
の
プ
リ
ン

体
に
は
自
己
の
細
胞
が
分
解
さ
れ
て

生
じ
た
も
の
と
食
物
由
来
の
も
の
と

が
あ
る
。
人
間
は
飢
餓
に
強
く
で
き

て
い
る
の
で
、
プ
リ
ン
体
は
再
利
用

さ
れ
る
が
、
再
利
用
さ
れ
な
い
余
剰

の
プ
リ
ン
体
は
肝
臓
で
尿
酸
に
代
謝

さ
れ
、
主
に
腎
臓
か
ら
尿
中
に
排
泄

さ
れ
る
。
図
１
参
照

尿
酸
濃
度
が
正
常
の
５
・
０
�
／

�
程
度
の
場
合
、
体
内
に
存
在
す
る

尿
酸
の
全
体
量
は
お
よ
そ
１
２
０
０

�
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
毎
日

７
０
０
�
が
肝
臓
で
産
生
さ
れ
、
７

０
０
�
が
腎
臓
（
５
０
０
�
）
と
腸

管
（
２
０
０
�
）
か
ら
排
泄
さ
れ
る

と
見
積
も
ら
れ
、
産
生
量
と
排
泄
量

が
平
衡
し
て
い
る
限
り
は
体
内
の
尿

酸
量
は
一
定
し
て
い
る
。

◆
高
尿
酸
血
症

血
中
尿
酸
濃
度
が
７
・
０
�
／
�
を

超
え
る
場
合
を
通
常
高
尿
酸
血
症
と

呼
ぶ
。
尿
酸
は
弱
酸
性
の
物
質
で
、

血
液
中
、
組
織
液
中
、
関
節
液
中
に

存
在
す
る
。
血
液
中
で
は
ナ
ト
リ
ウ

ム
（
Na
）
と
結
合
し
て
尿
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
の
形
で
存
在
し
て
い
る
。
７
・

０
�
／
�
以
上
に
な
る
と
針
状
の
尿

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
結
晶
が
で
き
る
。
Ｐ

Ｈ
や
温
度
が
低
下
す
る
と
溶
解
度
も

低
下
し
結
晶
化
が
お
こ
り
や
す
い
。

こ
れ
が
関
節
に
で
き
、
炎
症
を
お
こ

し
、
激
痛
を
お
こ
し
た
も
の
が
痛
風

で
あ
る
。
特
に
足
先
は
体
温
が
低
く
、

関
節
の
動
き
が
激
し
い
た
め
に
、
関

節
液
の
Ｐ
Ｈ
も
低
下
し
や
す
い
た
め
、

主
に
母
趾
（
足
の
親
指
）
の
関
節
に

お
こ
り
や
す
い
。

◆
痛
風
発
作
よ
り
怖
い
痛
風
腎

痛
風
腎
は
高
尿
酸
血
症
に
よ
る
腎

機
能
障
害
を
指
す
。
障
害
が
進
行
す

る
と
慢
性
腎
不
全
を
き
た
し
、
透
析

療
法
が
必
要
と
な
る
。
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
進
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

従
来
、
痛
風
腎
の
発
症
機
序
は
高

尿
酸
血
症
が
長
期
間
持
続
し
て
、
尿

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
結
晶
が
腎
臓
の
尿

細
管
や
間
質
に
析
出
・
沈
着
し
、
尿

健康センター
通信 11月号

保健福祉課
℡85-2067

高
尿
酸
血
症
と
通
風

11月11日 金 料理教室（セロリグループ） 午後 1:30～ 4:00
14日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30
15日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30
16日 水 3歳児教室（眼科検診） 午後 1:15～ 1:30（受付）
18日 金 料理教室（ポテトグループ） 午前10:00～午後1:00
22日 火 自由あそびの日 午前10:00～11:30
23日 水 子育てフォーラム 午後 1:00～4:00
27日 日 日曜健診 午前 9:30～11:00
28日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30
29日 火 高齢者料理教室（なでしこ） 午前10:00～午後1:00
29日 火 自由あそびの日 午前10:00～11:30
30日 水 1歳児教室 午前 9:30～ 9:40（受付）

12月1日 木 高齢者料理教室① 午前10:00～午後1:00
2日 金 健康管理推進委員会 午後 1:30～ 3:30
5日 月 赤ちゃん教室 午前 9:30～ 9:40（受付）
6日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30
6日 火 男性料理教室 午前10:00～午後1:00
7日 水 料理教室（ポテトグループ） 午前10:00～午後1:00
8日 木 乳幼児健診 午後 1:15～1:30（受付）
9日 金 料理教室（セロリグループ） 午前10:00～午後1:00
9日 金 予防接種（BCG・三混③） 午後 1:15～1:30（受付）

11月の保健予防計画 健康センター
時　　　　　間事　　　　　業曜日月　日

【図1】 

核 

尿酸 

1日700mg産生 

体の細胞の核 

体内尿酸プール（全体量） 
1200mg

（血液中の普通量） 
5.0mg/� 

700mg排泄 

尿から 
500mg

便から 
200mg

肝臓 

再利用される 

食物中 

プリン体 
プリン体 
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○
知
ら
れ
ざ
る
日
本

（
白
水
　
智
著
）

○
チ
ン
チ
ン
電
車
と
女
学
生

（
堀
川
恵
子
・
小
笠
原
信
之
著
）

○
中
国
・
韓
国
人
に
教
え
て
あ
げ
た
い
本
当
の
近
現
代
史

（
渡
辺
昇
一
著
）

○
子
供
を
伸
ば
す
お
片
づ
け

（
辰
巳
　
渚
著
）

○
水
族
館
の
通
に
な
る

（
中
村
　
元
著
）

○
レ
タ
ー
ズ
・
ト
ウ
・
ミ
ー
（
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ロ
ビ
ラ
著
・
田
内
志
文
訳
）

○
中
国
・
韓
国
の
歴
史
教
科
書
に
書
か
れ
た
日
本

（
別
冊
宝
島
編
集
部
）

○
団
魂
世
代
よ
、
帰
り
な
ん
、
い
ざ
故
郷
へ
！

（
野
口
　
稔
著
）

○
恋
バ
ナ
赤

（
ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
著
）

○
恋
バ
ナ
青

（
ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ

i

著
）

○
星
野
富
弘
花
の
詩
画
集
全
四
巻

（
星
野
富
弘
著
）

○
ふ
れ
あ
い
の
手
話
全
四
巻

（
丸
山
浩
路
・
山
口
万
里
子
監
修
）

○
新
ウ
オ
ー
リ
ー
の
ふ
し
ぎ
な
た
び
（
マ
ー
テ
ィ
ン
ハ
ン
ド
フ
オ
ー
ド
作
・
絵
）

公
民
館
図
書
室
だ
よ
り
〜
新
刊
が
入
り
ま
し
た
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。〜

人権教育紙上講座
№344

教育委員会
同和対策室

育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

「
思
い
や
り
の
心
、

か
け
が
い
の
な
い
命
を
大
切
に
」

〜
人
権
週
間
の
重
点
目
標
そ
の
１
〜

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
人

権
週
間
で
す
。
こ
の
週
間
中
は
、
次

の
事
項
を
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
て
ま
す
。

◎
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
　

法
制
上
も
男
女
平
等
の
原
則
が
確

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
男
は

仕
事
、
女
は
家
庭
と
い
っ
た
男
女
の

役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え
る
人
々
の

意
識
は
今
な
お
社
会
に
根
強
く
残
っ

て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
家
庭
や
職
場

に
お
い
て
、
い
ろ
ん
な
の
男
女
差
別

を
生
む
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
等
か
ら

の
暴
力
や
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
ハ

ラ
、
性
犯
罪
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴

力
の
問
題
も
重
要
な
人
権
問
題
で
す
。

こ
う
し
た
問
題
を
な
く
す
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
法
律
が
施
行
さ
れ
、
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
女

性
の
地
位
の
向
上
お
よ
び
女
性
に
対

す
る
暴
力
の
禁
止
を
訴
え
る
啓
発
活

動
が
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
積
極
的
に

女
性
の
人
権
擁
護
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

子
ど
も
達
の
間
に
お
け
る
陰
湿
か

つ
執
拗
な
「
い
じ
め
」
は
依
然
と
し

て
全
国
各
地
で
多
発
し
て
お
り
、
教

師
に
よ
る
体
罰
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
内
外
で
の
児
童
買
春
や

性
的
虐
待
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
氾
濫
な

ど
の
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
近
年
、
親
な
ど
の
保
護
者

に
よ
る
虐
待
行
為
に
よ
り
児
童
の
生

命
が
奪
わ
れ
た
り
、
児
童
の
心
身
や

人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
が
お
よ

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人

権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
広

く
国
民
の
間
に
人
権
尊
重
思
想
を
定

着
さ
せ
、
す
べ
て
の
人
々
が
豊
か
な

人
間
関
係
の
中
で
暮
ら
せ
る
状
態
を

築
き
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

す
。未

来
を
担
う
子
ど
も
達
の
人
権
を

守
る
た
め
に
、
権
利
条
約
や
電
話
相

談
、
専
門
の
機
関
を
設
置
し
て
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
な
ん
と
し
て

も
学
校
、
そ
の
他
関
係
機
関
や
団
体

と
の
協
力
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も

に
子
ど
も
達
を
は
じ
め
国
民
一
人
ひ

と
り
が
自
分
自
身
の
課
題
と
し
て
人

権
尊
重
の
理
念
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

秋
の
色
み
ー
つ
け
た
ー
♪

秋
が
色
濃
く
な
る
こ
の
季
節
は
植

物
が
冬
に
入
る
前
の
最
後
の
お
化
粧

の
よ
う
に
大
変
色
鮮
や
か
に
目
に
映

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
こ
の

季
節
に
は
、
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
で
は
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花
を
煮
て
木
綿
糸

を
鮮
や
か
な
黄
色
に
染
め
ま
し
た
。

驚
く
ほ
ど
き
れ
い
な
そ
の
色
に
感
激

し
、
今
年
も
ま
た
こ
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
草
木
を
使
っ
た
染
物
を
試
み
ま

し
た
。
今
年
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の

花
に
付
け
加
え
、
濃
縮
さ
れ
た
紫
色

を
出
す
ヤ
ジ
ュ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
の
実
、

よ
も
ぎ
、
紅
茶
な
ど
を
集
め
て
染
物

を
楽
し
み
ま
し
た
。
工
作
用
の
お
な

べ
で
大
量
に
た
こ
糸
を
煮
て
い
る
と

「
今
日
の
お
や
つ
は
ラ
ー
メ
ン
？
」
と

勘
違
い
し
た
子
も
い
ま
し
た
。
天
日

に
ほ
し
て
ほ
ん
の
り
色
が
か
っ
た
染

糸
か
ら
は
自
然
の
や
さ
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
糸
で
低

学
年
の
女
の
子
が
夢
中
に
な
っ
て
ミ

サ
ン
ガ
を
編
み
始
め
ま
す
。
十
一
月

五
日
の
バ
ザ
ー
の
準
備
で
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
生
活
が
落
ち
着
い
て

い
る
こ
の
季
節
に
は
で
き
る
だ
け
お

や
つ
も
手
作
り
に
し
よ
う
と
心
掛
け

て
い
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
お
や
つ

「
こ
ね
つ
き
」
を
作
り
ま
し
た
。
あ
ま

り
ご
飯
と
小
麦
粉
を
練
り
上
げ
て
形

を
整
え
、
も
ち
の
よ
う
に
な
っ
た
も

の
を
焼
き
始
め
る
と
香
ば
し
い
香
り

が
部
屋
中
に
漂
い
ま
す
。
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
何
が
で
き
る
の
か
興
味
津
々

の
子
ど
も
た
ち
の
顔
が
見
え
ま
す
。

焼
き
あ
が
っ
た
こ
ね
つ
き
に
砂
糖
醤

油
を
た
っ
ぷ
り
つ
け
て
、
さ
あ
召
し

上
が
れ
!
「
お
も
ち
み
た
い
ー
」「
お

か
わ
り
!!
」
と
い
う
声
が
飛
び
交
い

反
応
は
上
場
。
そ
の
声
を
聞
い
て
こ

れ
か
ら
も
み
ん
な
が
元
気
に
な
る
お

や
つ
を
が
ん
ば
っ
て
作
る
ぞ
と
指
導

員
も
は
り
き
り
ま
す
。

平
日
の
３
時
か
ら
５
時
の
間
で
子

ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
く
だ
さ
る
方
ご

一
報
く
だ
さ
い
。（
℡
41
‐
４
１
１
２
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
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荒
井
　
怜
子 

鉢
植
え
の
キ
ン
カ
ン
の
葉
を
食
べ
つ
く
し
青
虫
羽

化
の
瞬
間
を
撮
る 

 

伏
見
き
み
子 

年
毎
に
雑
草
の
び
て
家
か
く
す
住
み
人
無
き
し
我

が
上
の
家 

 

池
内
　
寛
子 

一
夜
に
て
冷
気
を
帯
び
る
朝
あ
り
て
見
上
げ
た
空

は
深
き
青
色 

 

滝
沢
さ
ち
代 

新
所
帯
持
つ
息
然
り
げ
な
く
ジ
ャ
ー
行
く
ネ
見
送

り
吾
は
空
部
屋
に
立
つ 

 

橋
詰
　
明
枝 

死
の
間
際
何
に
魅
か
れ
て
行
っ
た
の
か
異
国
の
果

て
で
彼
女
を
置
い
て 

 

小
山
　
渥
子 

秋
草
に
囲
ま
れ
し
遺
影
の
若
く
あ
り
人
の
生
命
の

は
か
な
さ
哀
し 

 

松
久
　
立
子 

オ
ル
ガ
ン
で
月
光
の
曲
弾
き
し
師
よ
米
寿
越
え
し

も
面
影
の
あ
り 

 

雨
宮
八
重
子 

台
風
の
予
報
は
逸
れ
て
丹
精
を
こ
め
し
野
菜
等
無

事
に
を
り
た
り 

 

山
田
　
初
子 

電
柱
の
ト
ラ
ン
ス
に
直
撃
落
雷
に
薄
暮
に
気
を
も

む
作
業
の
行
方 

 

荻
原
　
元
善 

秋
く
れ
ば
宮
城
の
萩
が
土
手
に
咲
き
草
む
ら
で
静

か
に
鳴
く
は
秋
の
虫 

 【
お
詫
び
と
訂
正
】 

九
月
号
の
荒
井
怜
子
さ
ん
の
短
歌
に
記
載
ミ
ス
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

   

（
正
）
桑
の
実
を
摘
み
て
黒
ず
む
我
が
指
に
幼
な

　
　
　
き
頃
の
日
を
な
つ
か
し
む 

あしあと短歌会編集事務局選 

お問合せ先 ● 武石村役場住民課税務係　℡85-2827

農業経営者のみなさんへ 

農業所得の収支計算説明会を開催します  
 ～所得計算方法が変わりますので是非この機会をご利用ください～ 

◆経費目安割合方式は廃止 
　小規模農家などで収支計算が出来ない場合に経

費目安割合方式で計算し申告しましたが、平成１７

年分申告を最後に廃止となります。 
 

◆収支計算での申告 
　平成１８年分の申告からはすべての農業経営者の

方が収支計算による申告をしなければなりません。 

　平成１８年分の農業経営内容の記帳・記録は平成

１８年１月１日からの内容が必ず必要になります。 

　本年２月３月の確定申告期間中において、前年中
の農業所得を経費目安割合方式により計算し、申告
された農業経営者の方には、別途案内通知と、「収
支計算の手引き」をお送りいたしますので、説明会
にご持参ください。 

◆収支計算移行のスケジュール 

（注）収入金額は、前年分の農業所得の収入金額。例えば、平成16年分申告での農業収入金額が200万円以上の方は、平成17年分から収支計算での申告が必要です。 

◇開催日時　11月21日（月） 午後1時30～ 
◇開催場所　武石村中央公民館　第1会議室 

13年分申告 
（14年2月） 

収支計算による申告 

経費目安割合による申告 

400万円以上の方 

 

 

200万円未満の方 

申告年分（暦年） 

前年の収入金額 

14年分申告 
（15年2月） 

15年分申告 
（16年2月） 

16年分申告 
（17年2月） 

17年分申告 
（18年2月） 

18年分申告 
（19年2月） 

400万円未満 
300万円以上の方 
 300万円未満 
200万円以上の方 
 

広報武石 平成１７年１１月号　No.460（8）

九
月
十
四
日
と
十
五
日
の
二
日

間
、
会
員
等
四
十
五
名
が
参
加
し
て

日
赤
本
社
見
学
と
、
府
中
刑
務
所
視

察
に
行
き
ま
し
た
。

更
生
保
護
女
性
会
は
、
犯
罪
を
犯

し
て
し
ま
っ
た
少
年
の
立
ち
直
り
と

再
犯
を
な
く
し
、
明
る
い
村
づ
く
り
、

明
る
い
家
庭
作
り
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
為
に
、
矯
正
教
育
の

現
状
に
つ
い
て
研
修
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。

一
昨
年
よ
り
日
赤
奉
仕
団
も
兼
ね

て
お
り
、
今
年
は
、
奉
仕
団
と
し
て
、

日
赤
本
社
の
見
学
も
行
な
い
ま
し
た
。

九
月
二
十
一
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
は
権
兵
エ
川
沿
い
の
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
の
手
入
れ
と
、
老
人
セ
ン
タ
ー

の
草
木
の
手
入
れ
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
各
地
区
会
員
の
皆
さ
ん

二
百
七
十
五
名
が
参
加
さ
れ
、
草
が

取
り
除
か
れ
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

九
月
二
十
七
日
、
飯
田
市
で
老
連

県
大
会
が
開
催
さ
れ
、
武
石
村
か
ら

も
四
名
参
加
し
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
・
協
力

者
・
優
良
ク
ラ
ブ
等
の
表
彰
が
あ
り
、

前
　
長
野
県
飯
田
創
造
館
長
　
柄
木

田
孝
行
先
生
に
よ
る
「
明
る
く
　
元

気
で
　
前
向
き
に
」
と
題
し
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

十
月
三
日
か
ら
六
日
ま
で
の
四
日

間
保
育
園
児
が
来
て
く
れ
、
歌
の
披

露
を
し
て
く
れ
た
り
、
利
用
者
さ
ん

と
一
緒
に
ぬ
り
絵
を
し
た
り
、
玉
入

れ
を
し
た
り
楽
し
み
ま
し
た
。

福祉の地域づくりをめざして 福祉の地域づくりをめざして 
社会福祉協議会 ℡85‐2466社会福祉協議会 ℡85‐2466

日
赤
奉
仕
団
・
更
生
保
護

女
性
会
視
察
研
修

◆
つ
か
だ
補
聴
器

◇
期
日
　
11
月
9
日（
水
）

◇
時
間
　
午
後
１
時
〜
2
時

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー

◆
信
濃
補
聴
器

◇
期
日
　
11
月
21
日（
月
）

◇
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー

◇
期
日
　
11
月
14
日（
月
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
正
午

◇
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

◇
期
日
　
11
月
6
日（
日
）

◇
時
間
　
午
前
8
時
30
分
集
合

◇
行
先
　

池
の
平
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

◇
日
程
　
11
月
16
日（
水
）

〜
17
日（
木
）

◇
集
合
時
間
　
午
後
１
時
30
分
発

◇
集
合
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
行
　
　
先
　
大
町
温
泉

補
聴
器
相
談
日

心
配
ご
と
相
談
日

母
と
子
の
い
き
い
き
講
座

老
連
役
員
研
修
会

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の

手
入
れ

老
人
ク
ラ
ブ
県
大
会

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

保
育
園
児
来
所

◇日時　平成17年11月20日（日）　午前10時から午後5時まで 
◇電話（専用電話） 

◆長野地方法務局　長野県人権擁護委員連合会 
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◆上田市国際交流フェスティバル2005 

地域住民と外国籍市民との交流による異文化への理解
を深めます。 
日　　時�11月27日（日） 10:00～16:00 
会　　場�上田市中央公民館 
内　　容�国際交流関係団体の活動や各国の状況を
　　　　　展示で紹介。各国籍児童生徒の意見発表、
　　　　　料理の試食会など 
問 合 せ�上田市役所秘書課国際交流係 
　　　　　�22-4100 内線1117 
  
 
 
 
あさつゆ収穫感謝祭 
勤労感謝の日、町営体育館近くの農産物直売加工セン
ター「あさつゆ」で収穫感謝祭が行われます。この秋収
穫された地元の野菜や果物の直売、おやきや漬物など、
あさつゆ自慢の加工品販売のほか、きのこ汁などの無
料サービスもあります。 
日　　時�11月23日（祝）9:30～15:00 
会　　場�町道依田内村線バイパス沿い、内村橋交
　　　　　差点近く 
問 合 せ�丸子町農産物センターあさつゆ　�41-1062 
  
 
 
 
◆文化講演会にお越しください 

一流講師の興味深い講演会にお越しください。 
日　　時�11月12日（土）18:30～20:00 
　　　　　【講師】松平定知氏（NHKアナウンサー） 
　　　　�11月19日（土）18:30～20:00 
　　　　　【講師】養老孟司氏（解剖学者・医学博士） 
　　　　�11月27日（日）15:00～16:30 
　　　　　【講師】千石正一氏（自然環境研究所研究員） 
会　　場�すべて真田町文化会館 
問 合 せ�真田町教育委員会　�72-2655 
  
 
 
 
◆武石新そば祭り開催！ 

地粉（武石産）１００％の手打ち新そばの旬を味わう秋
のイベントを開催。つきたて餅の販売もあります。 
日　　時�11月19日（土）～20日（日）10:00～15:00 
会　　場�武石観光センター 
問 合 せ�武石村開発公社事務局　�85-2829 又は 
　　　　　武石観光センター　　　�86-2003

厳
寒
の
め
ぐ
み
を
あ
じ
わ
う 

●
凍
み
ど
う
ふ
 

　
１２
月
下
旬
か
ら
２
月
１０
日

こ
ろ
ま
で
の
最
も
厳
し
い
寒

さ
を
利
用
し
て
作
ら
れ
る
の
が
、

凍
み
ど
う
ふ
。
夕
方
に
切
っ
た
豆
腐
を
、

屋
外
で
凍
ら
せ
、
翌
朝
凍
っ
た
豆
腐
を
わ

ら
で
し
ば
っ
て
軒
下
に
つ
る
し
、
乾
燥
さ

せ
て
作
り
ま
す
。 

　
凍
み
ど
う
ふ
作
り
は
、
か

つ
て
農
家
の
副
業
と
し
て
始

め
ら
れ
、
真
田
町
の
傍
陽
地

区
を
中
心
に
４０
軒
ほ
ど
の
家

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
現
在
は
生
産
者
も
減
り
ま

し
た
が
、
軒
下
に
並
ん
で
つ

る
さ
れ
る
凍
み
ど
う
ふ
は
、

厳
寒
の
到
来
を
告
げ
る
真
冬

の
風
物
詩
で
す
。 

高
級
ワ
イ
ン「
マ
リ
コ
」
に
期
待 

　
塩
川
の
陣
場
地
区
に
広
が
る

ぶ
ど
う
畑「
マ
リ
コ・ヴ
ィ
ン
ヤ
ー

ド
」。か
つ
て
丸
子
を
”ま
り
こ
“と
呼
ん
で
い
た

こ
と
な
ど
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
ぶ
ど
う

園
は
、大
手
ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー「
メ

ル
シ
ャ
ン
」の
直
営
農
園
で
、世

界
に
通
じ
る
高
級
ワ
イ
ン
用
ぶ

ど
う
栽
培
の
最
適
地
と
し
て
２

年
前
に
植
栽
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
今
年
初
め
て
本
格
的
に
実
が

な
り
、９
月
に
地
元
の
人
も
協

力
し
約
１
�（
ワ
イ
ン
千
本
分
）

の
ぶ
ど
う
を
収
穫
。数
年
先
に

は
年
間
約
８０
�
の
収
穫
が
見
込

ま
れ
ま
す
。 

　
近
い
将
来
、丸
子
産
ワ
イ
ン
の

芳
醇
な
味
わ
い
が
楽
し
め
ま
す
。 

上田市 

丸子町 

真田町 

武石村 　
武
石
村
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
味
噌
班
で

は
、
地
元
産
の
米
と
大
豆
を
使
っ
て
、
無

添
加
の
味
噌
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
の
味
を
伝
え
よ
う
と
平
成
１２
年
か
ら
個

人
の
庭
先
で
加
工
を
始
め
、
今
で
は
加
工

施
設
で
年
間
約
９
�
の
味
噌
を
仕
込
み
ま

す
。
主
に
村
内
の
人
か
ら
委
託
を
受
け
て

作
り
ま
す
が
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
る
味
噌
の
名
称
は

「
ず
く
っ
こ
み
そ
」。
冬
か
ら
早
春
に
仕
込

ま
れ
た
味
噌
は
夏
を
越
し
、
良
い
薫
り
を

漂
わ
せ
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
昔
な
が
ら
の

味
噌
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

　
宝
永
３
年
（
１
７
０
６
）
上
田
城
主
仙

石
政
明
と
出
石
城
主
松
平
忠
周
の
国
替
え

の
際
、
仙
石
氏
が
上
田
の
そ
ば
職
人
を
出

石
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）
に
連
れ
て
行
き
、
技

術
を
伝
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
出
石
焼
の
皿

に
の
せ
た
の
が
出
石
名
物
「
皿
そ
ば
」
の

始
ま
り
で
す
。 

　
こ
の
皿
そ
ば
に
注
目
し
た
西
塩
田
営
農

推
進
活
性
化
組
合
で
は
、
平
成
１２
年
に
新

メ
ニ
ュ
ー
「
里
帰
り
そ
ば
」
を
考
案
。
塩

田
の
館（
TEL 
３８
‐
１
２
５
１
）で
営
業
を
始

め
ま
し
た
。
上
田
の
殿
様
が
伝
え
た
技
術

が
、
３
０
０
年
の
時
を
経
て
皿
そ
ば
と
し

て
、
再
び
上
田
に
戻
っ
て
き
た
の
で
し
た
。 

歴
史
と
と
も
に
味
わ
う 
●
里
帰
り
そ
ば
 

武
石
産
の
米
・
大
豆
で
手
づ
く
り 

上
田
市 

丸
子
町 

真
田
町 

武
石
村 

共
通
企
画 

来年の春、私たちの住むまちは合併して

新しい市に生まれ変わります。お互いの

まちにはどんな個性があるのでしょうか？ 

このコーナーでは、そんな4市町村の魅

力を毎月テーマに沿って紹介します。 

●今月のテーマ 

●
ず
く
っ
こ
み
そ 

●
マ
リ
コ（
椀
子
）・
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
 

ほ
う 

じ
ゅ
ん 

し 

み       

そ 

広報武石 平成１７年１１月号　No.460（10）



議
会
だ
よ
り 〈
9
月
定
例
村
議
会
〉 

　
９
月
定
例
村
議
会
が
、
９
月
５
日
か
ら
21
日
ま
で
の
17

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
定
例
会
で
は
、

平
成
16
年
度
会
計
の
決
算
８
件
を
認
定
し
、
合
併
に
伴
な

う
関
連
団
体
規
約
の
改
正
、
平
成
17
年
度
会
計
の
補
正
予

算
６
件
な
ど
21
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
 

ぎ
　
　
　
　
か   

い 

一
般
会
計
30
億
3，
3
1
3
万
円
の
歳
出
決
算
を
認
定 

（
前
年
度
比
3
・
8
％
減
） 
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○
武
石
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

水
防
法
の
改
正
に
伴
い
条
例
を
整

備
し
ま
し
た
。

○
平
成
17
年
度
武
石
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

解
散
に
よ
る
衆
議
院
総
選
挙
の
執

行
に
伴
い
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５

１
５
万
円
を
追
加
し
２
７
億
５，

９

１
０
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

○
長
野
県
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
及
び
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

○
長
野
県
町
村
公
平
委
員
会
を
共
同

設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

増
減
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

○
上
田
地
域
広
域
連
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
上
田
地
域
広
域
連
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

○
小
県
郡
行
政
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

○
東
信
地
区
交
通
災
害
共
済
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

構
成
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

○
依
田
窪
医
療
福
祉
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
及
び
依
田
窪
医
療
福
祉

事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

○
美
ヶ
原
地
域
行
政
事
務
組
合
を

組
織
す
る
市
町
村
数
の
増
減
及

び
美
ヶ
原
地
域
行
政
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

○
武
石
村
長
門
町
中
学
校
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

○
依
田
窪
南
部
心
身
障
害
児
就
学

指
導
委
員
会
共
同
設
置
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

以
上
９
件
の
議
決
事
項
は
、
合
併

に
伴
う
関
連
団
体
を
組
織
す
る
市
町

村
の
脱
退
及
び
加
入
に
よ
り
、
組
合

規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

○
村
道
の
路
線
変
更
に
つ
い
て

村
道
の
改
良
に
よ
り
、
路
線
の
延

長
や
面
積
の
変
更
を
す
る
も
の
で
す
。

○
心
身
障
害
児
就
学
指
導
委
員
会

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

合
併
に
伴
う
関
連
団
体
を
組
織
す
る

市
町
村
の
脱
退
及
び
加
入
に
よ
り
、
委

員
会
設
置
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４，

７
６
８

万
７
千
円
を
追
加
し
予
算
の
総
額
を

２
８
億
６
７
９
万
１
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

【
主
な
内
容
】

・
武
石
村
祝
賀
会
経
費２

０
０
万
円

・
合
併
準
備
経
費４

０
３
万
４
千
円

・
障
害
者
福
祉
事
業

４
３
０
万
円

・
簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

１，

０
０
０
万
円

・
道
路
維
持
一
般
経
費

２，

８
９
２
万
５
千
円

・
消
防
用
備
品

１
６
０
万
７
千
円

・
校
庭
遊
具
工
事
等１５

５
万
８
千
円

・
「
武
石
村
子
育
て
支
援
の
実
践
」

出
版
費
用
補
助
　
１
０
０
万
円

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
１
万
４

千
円
を
追
加
し
予
算
の
総
額
を
３
億

２，

７
７
１
万
４
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

【
主
な
内
容
】

・
出
産
育
児
一
時
金
　
　
30
万
円

・
過
年
度
精
算
事
業１４

１
万
４
千
円

○
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１，

０
８
６

万
６
千
円
を
追
加
し
予
算
の
総
額
を

１
億
５，

９
３
６
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

【
主
な
内
容
】

・
ボ
イ
ラ
ー
工
事
請
負
費６０

０
万
円

・
診
療
所
事
業
基
金
積
立
金

６
９
９
万
８
千
円

○
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１，

０
０
０

万
円
を
追
加
し
予
算
の
総
額
を
１
億

７
５
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
内
容
】

・
内
ノ
山
配
水
管
改
修
工
事

５
６
７
万
円

・
簡
易
水
道
施
設
整
備
基
金
積
立
金

３
０
０
万
円

○
獅
子
ヶ
城
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
６
０
万
円

を
追
加
し
１，

７
９
１
万
２
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
内
容
】

・
施
設
維
持
補
修
費１５

４
万
９
千
円

○
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
０
万
を

増
額
し
予
算
の
総
額
を
３
億
２，

５

４
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

【
内
容
】

・
設
計
管
理
業
務
委
託
料

75
万
円

○
武
石
村
監
査
委
員
の
選
任

小
山
八
州
氏
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

○
武
石
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

柳
沢
正
人
氏
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

専
決
処
分

議
決
事
項

条
　
　
例

補
正
予
算

人
　
　
事
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福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
」
だ
よ
り

た
。
重
労
働
で
す
が
、
日
ご
ろ
の

室
内
作
業
と
ち
が
い
、
暖
か
な
太

陽
の
下
み
ん
な
で
協
力
し
て
行
う

屋
外
作
業
は
よ
い
気
分
転
換
に
な

り
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

外
の
作
業
は
、
開
放
感
が
あ
る

と
同
時
に
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

身
を
持
っ
て
感
じ
、
地
域
の
一
員

と
し
て
仕
事
で
地
域
に
貢
献
す
る

と
い
う
手
ご
た
え
を
得
ら
れ
る
大

切
な
機
会
で
す
。
ふ
れ
あ
い
で
は

こ
の
ほ
か
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
清
掃
業
務
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
施
設
外
作
業
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
き
ま
す
。
村
内
で
見
か

け
た
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
張
り
合
い
で
す
。

〜
ミ
ニ
公
園
の
清
掃
大
切
な
施
設
外
作
業
〜

鳥
屋
の
熊
野
宮
入
口
か
ら
、
鳥
屋

峠
に
通
じ
る
山
道
の
路
傍
に
ひ
そ
か

に
立
つ
素
朴
な
合
掌
像
の
双
体
道
祖

神
。
舟
型
浮
彫
り
で
元
禄
八
天
（
年
）

の
彫
が
見
ら
れ
る
村
最
古
の
道
祖
神

で
あ
る
。
平
成
六
年
に
村
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
鳥
屋
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

道
祖
神
は
一
般
的
に
自
然
石
に

「
道
祖
神
」
の
文
字
を
刻
ん
だ
も
の
が

多
い
。
村
内
に
は
今
回
の
調
査
で
文

字
碑
（
多
く
は
自
然
石
）
三
十
五
体
、

双
体
道
祖
神
二
十
五
体
、
異
形
道
祖

神
（
自
然
石
）
三
十
一
体
が
認
め
ら

れ
た
。
そ
の
う
ち
二
十
五
体
の
年
号

が
判
読
で
き
た
。

道
祖
神
の
多
く
は
村
境
や
辻
な
ど

に
建
て
ら
れ
、
村
に
疫
病
や
悪
霊
が

侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
神
で
あ
っ
た
り
、

道
行
く
人
を
守
る
「
岐
神
」
で
あ
っ

た
。
名
が
示
す
よ
う
に
道
に
係
る
神

で
あ
り
、
病
除
け
、
除
災
招
福
な
ど

の
村
の
守
護
神
で
あ
っ
た
。
地
域
に

よ
っ
て
は
性
の
神
、
縁
結
び
の
神
と

も
な
り
、
さ
ら
に
安
産
、
子
育
て
、

作
物
の
生
育
か
ら
生
産
へ
ま
で
結
び

つ
い
て
豊
作
祈
願
に
ま
で
発
展
し
、

農
村
で
は
万
能
の
神
に
近
か
っ
た
。

中
で
も
双
体
道
祖
神
は
長
野
、
山

梨
、
群
馬
、
静
岡
な
ど
に
多
く
見
ら

れ
、
並
ん
で
立
つ
男
女
の
像
を
浮
き

彫
り
に
し
、
仲
睦
ま
じ
い
姿
で
目
に

す
る
こ
と
が
多
く
、
微
笑
ま
し
い
親

し
み
の
あ
る
像
で
あ
る
。
合
掌
像
、

祝
言
像
、
握
手
像
な
ど
の
ほ
か
に
や

や
卑
猥
な
像
も
あ
り
、
像
の
背
景
に

鳥
居
型
の
彫
り
が
見
ら
れ
る
も
の
も

あ
る
。

村
内
で
は
、
正
月
の
ど
ん
ど
ん
焼

き
が
道
祖
神
の
近
く
で
行
わ
れ
た
り
、

薮
合
で
は
、
道
祖
神
祭
り
に
お
舟
を

引
く
行
事
が
子
ど
も
達
を
中
心
に
行

わ
れ
、
道
祖
神
は
今
も
身
近
な
存
在

で
あ
る
。

次
号
で
は
、
築
地
原
の
「
み
ち

し
る
べ
地
蔵
」
を
紹
介
し
ま
す
。

秋
晴
れ
の
下
と
も
し
び
博
物
館

入
り
口
の
ミ
ニ
パ
ー
ク
の
清
掃
を

し
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
、
武
石
村
か
ら
ふ

れ
あ
い
に
委
託
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
年
に
数
回
草
む
し
り
や
、
落

ち
葉
の
片
付
け
、
掃
き
掃
除
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
利
用
者
は
六
名
、
全

員
軍
手
に
鎌
や
ほ
う
き
、
熊
手
を

手
に
し
て
石
畳
や
植
栽
に
生
え
た

雑
草
を
一
本
ず
つ
丁
寧
に
抜
き
、

散
乱
し
て
い
た
枯
れ
葉
や
枝
を
山

際
に
片
付
け
、
泥
や
小
さ
な
ご
み

を
ほ
う
き
で
掃
き
出
し
て
き
れ
い

に
清
掃
し
ま
し
た
。
お
盆
前
か
ら

二
カ
月
ぶ
り
の
清
掃
だ
っ
た
の
で

片
付
け
の
量
も
多
く
、
全
員
汗
を

拭
き
な
が
ら
熱
心
に
作
業
し
ま
し
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い
て
い
る
。
一
つ
一
つ
の
話
に
は
と

て
も
信
憑
性
が
あ
り
、
納
得
が
い
っ

た
。
４，

０
０
０
人
の
村
だ
か
ら
こ

そ
期
待
し
て
い
る
と
言
わ
れ
た
。
ま

と
め
た
も
の
を
ど
の
様
に
生
か
し
、

子
育
て
支
援
に
繋
げ
て
い
く
の
か
お

伺
い
し
た
い
。

答

新
保
先
生
に
は
、
毎
月
一
回
の

子
育
て
支
援
事
業
推
進
委
員
会
で
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
保
育
園
で
は
、
保
護
者

対
象
の
講
座
、
父
親
講
座
、
個
別
面

談
、
小
中
学
校
の
教
職
員
の
講
座
、

南
中
の
生
徒
保
護
者
対
象
の
講
演
、

民
生
委
員
、
健
康
管
理
推
進
委
員
、

村
議
会
議
員
対
象
の
講
演
会
等
を
行

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

先
生
の
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
の
委
嘱
期
限
が
、
平
成
17
年
３
月

で
あ
る
た
め
、
今
ま
で
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
だ
い
た
内
容
を
、「
武
石
村
の
子

育
て
の
昨
今
」、「
子
育
て
事
業
推
進

委
員
会
の
実
態
」、「
村
民
の
子
育
て

に
つ
い
て
の
考
え
等
」
と
し
て
冊
子

に
ま
と
め
、
今
後
の
子
育
て
支
援
事

業
推
進
に
役
立
て
る
た
め
、
今
回
補

正
予
算
を
計
上
し
た
。

●アップルパイ●
〈作り方〉

①りんごは皮むいて8等分に切って芯を取り、1cm幅に切る。ボウル
に入れて砂糖とレモン汁を混ぜてしばらく置く。りんごから水が出
てくるので、水分だけをなべに入れてとろりとするまで煮詰める。

②①のシロップにりんごとシナモンを入れてりんごが柔らかくなるま
で煮る。

③パイ生地を室温で戻し（やわらかくならない程度）、1枚を面棒で薄
く伸ばしてパイ皿に敷き、フォークの先でつついておく。

④乾煎りにしたパン粉を散らし、シロップ煮にしたりんごを平らに広
げる。（パン粉が水分を吸うので、水っぽくならない）

⑤もう１枚のパイ生地を伸ばし、1.5cm幅に切り目をいれ④にかぶせ
る。水で溶いた卵黄を塗り、200℃に温めたオーブンで焼き色がつ
くまで焼く。

〈材料〉アップルパイ1個分

りんご…………………………3個
砂糖…………………………75ｇ
レモン汁………レモン１／2個分

シナモン（好みで）…………少々
冷凍パイシート………………2枚
卵黄…………………………1個分
水 ……………………………少々
パン粉（乾煎りにする）……少々

11 第16回上田市合併協議会
12 小県郡大会に係る県議会への陳情
20 新公共交通システム検討先進地視察（堀金村）

2 平成17年度町村議会議員研修会（長野市）
18 新市カウントダウン開始式
18 議会全員協議会
22 町村議会正副常任委員長研修会（長野市）
25 武石村老人クラブ連合会マレットゴルフ大会
29 新市議会議員検討会議（上田市）
31 議会運営委員会

5～21 第3回定例会
10 上田広域連合代表者会
16 長門町町制施行49周年記念式典及び閉町式典
17 敬老会
22 和田村閉村式典
28 依田窪南部中学校50周年記念式典
30 デマンド交通視察（富士見町）

8月

9月

7月
議会の動き

武石村診療所では、11月からインフルエンザ予防接種を実施します。
実施日は毎週水曜日、金曜日の午後４時から５時までです。
午前中の診療でも実施しますが、待ち時間がございますので、予防
接種のみご希望の方は、水曜日、金曜日の午後４時から５時までに
診療所へお出掛け下さい。尚、予約は必要ありません。
日増しに寒さが増してきました。お体には充分お気をつけ下さい。

お問合せ先�武石村診療所　℡85-3308

インフルエンザ
予防接種の
実施についてお知らせ

診療所から
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問

依
田
窪
病
院
は
、
患
者
か
ら
診

療
報
酬
を
受
け
な
が
ら
、
な
お
不
足

分
を
武
石
、長
門
、和
田
の
各
町
村
に

求
め
て
い
る
。昨
年
度
の
武
石
村
の
負

担
金
は
約
９，
３
０
０
万
円
で
あ
っ
た
。

依
田
窪
病
院
で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
こ
と
に
な
る
の
か
、
納
得
い
く
説

明
を
願
い
た
い
。

答

武
石
村
の
16
年
度
依
田
窪
病
院

負
担
金
は
、９，
３
２
４
万
円
で
あ
る

が
、そ
の
う
ち
普
通
・
特
別
交
付
税
で

６，
８
８
８
万
円
が
算
定
さ
れ
、実
質

的
に
は
差
し
引
き
２，

４
３
６
万
円

を
そ
の
他
の
一
般
財
源
で
負
担
し
た
。

公
立
病
院
は
、
経
費
の
節
減
等
の

経
営
努
力
も
進
め
る
べ
き
だ
が
、
地

域
住
民
の
健
康
を
守
り
、
地
域
の
医

療
体
制
の
充
実
の
た
め
、
不
採
算
で

あ
っ
て
も
行
わ
ざ
る
得
な
い
面
も
あ

る
と
考
え
る
。

問

合
併
し
な
い
青
木
村
の
診
療
所

は
開
業
医
と
聞
く
。
合
理
化
す
る
に

は
市
町
村
合
併
が
最
高
と
い
う
村
長

の
発
言
が
あ
る
が
、
合
併
し
て
大
き

く
な
っ
て
も
ス
リ
ム
な
自
治
体
に
な

ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
そ
こ
で

人
件
費
の
こ
と
だ
が
、
合
併
後
の
職

員
の
給
料
は
ど
う
な
る
の
か
。

依
田
窪
病
院
の
場
合
、
人
件
費
が

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
お
伺
い
し
た
い
。

答

病
院
職
員
の
合
併
後
の
給
与
は

法
律
に
基
づ
い
た
給
与
が
支
払
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。た
だ
、医
師
に
つ
い

て
は
、確
保
の
点
か
ら
優
遇
し
て
い
る

部
分
は
あ
る
が
、
地
域
の
医
療
体
制

の
充
実
の
た
め
に
は
必
要
と
考
え
る
。

問

国
の
施
策
に
よ
り
地
方
財
政
は

破
綻
し
て
い
る
。
の
ん
き
に
構
え
て

い
て
も
ら
っ
て
は
困
る
。「
他
の
財
源

を
あ
て
に
す
る
。」
と
い
う
考
え
方
は

社
会
主
義
経
済
の
発
想
で
あ
り
必
ず

限
界
が
来
る
。「
自
助
努
力
」
こ
そ
が
、

資
本
主
義
経
済
の
基
本
理
念
と
考
え

る
。
依
田
窪
病
院
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
決
断
を
迫
ら
れ
る
時
が

く
る
と
思
う
が
村
長
の
考
え
を
お
聞

き
し
た
い
。

答

国
、
地
方
の
１，

０
０
０
兆
円

円
の
借
金
は
官
僚
、
国
会
議
員
の
責

任
で
あ
り
、
景
気
浮
揚
対
策
の
失
敗

で
あ
る
と
思
う
。
病
院
の
改
築
は
借

金
を
し
な
く
て
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

そ
の
償
還
金
に
は
交
付
税
の
措
置
が

あ
る
。
依
田
窪
病
院
は
こ
の
地
域
か

ら
無
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
よ
い
運
営
が
で
き

る
よ
う
協
力
し
て
ほ
し
い
。

問

新
市
の
施
策
が
あ
る
中
で
、
重

点
施
策
に
あ
た
る
新
た
な
自
治
の
創

造
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
環
境
整

備
、
に
ぎ
わ
い
と
交
流
の
促
進
、
安

心
快
適
な
生
活
基
盤
の
整
備
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
市
民
活
動
の

促
進
や
協
働
の
街
づ
く
り
が
重
点
施

策
で
あ
り
、
住
民
自
ら
の
手
で
事
業

や
街
づ
く
り
の
連
携
会
議
を
持
つ
事

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
仕
事
を
持

続
さ
せ
る
方
法
と
考
え
る
。
そ
ん
な

手
助
け
を
村
と
し
て
出
来
な
い
か
お

聞
き
し
た
い
。

答

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
に
は
、
行

政
の
組
織
で
あ
る
総
合
支
所
と
し
て

の
機
能
と
、
住
民
の
代
表
に
よ
る
こ

の
地
域
の
こ
と
を
考
え
、
発
展
さ
せ

る
た
め
の
地
域
協
議
会
が
設
置
さ
れ

る
。ま

た
、「
仮
称
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
」
の
よ
う
な
も
の
を
立
ち
上
げ
て
、

住
民
の
手
で
こ
の
地
域
を
維
持
発
展

さ
せ
て
い
く
よ
う
な
取
り
組
み
が
出

来
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
正
式
に
首
長
会
等
に
報
告

は
な
い
が
、
事
務
段
階
で
は
、
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
内
に
「
仮
称
地
域
振

興
課
」
と
い
う
も
の
を
設
置
す
る
こ

と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
地
域
協
議

会
で
は
、
市
長
か
ら
の
諮
問
答
申
だ

け
で
な
く
、
そ
の
地
域
の
住
民
の
意

見
集
約
や
陳
情
・
要
望
等
の
受
け
手

と
な
っ
た
と
き
は
、
市
長
に
対
し
て

意
見
具
申
を
行
え
る
よ
う
検
討
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
住
民
提
案
型
の
地
域
づ
く
り

支
援
事
業
に
対
す
る
補
助
制
度
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。

合
併
後
も
こ
の
地
域
が
持
続
的
に
発

展
す
る
た
め
に
、
よ
り
良
い
制
度
を

創
設
し
、
組
織
・
予
算
に
お
い
て
も

よ
り
具
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
な

仕
組
み
を
考
え
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問

８
月
１
日
行
わ
れ
た
、
子
育
て

支
援
講
演
会
の
新
保
庄
三
先
生
の
お

話
に
目
の
覚
め
る
感
動
を
受
け
た
。

先
生
は
、
平
成
15
年
よ
り
、
子
育
て

支
援
事
業
推
進
委
員
会
の
総
合
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
村
に
来
て
い
た
だ

▽
依
田
窪
病
院
運
営
の
負
担
金
に

対
す
る
疑
問
に
つ
い
て

▽
依
田
窪
病
院
運
営
の

今
後
の
運
営
に
つ
い
て

木
下
　
文
雄
議
員

今
回
は
2
人
が
登
壇
し
、
今
後

の
市
町
村
合
併
を
中
心
に
依
田

窪
病
院
、
子
育
て
支
援
事
業
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

﹇
通
告
順
﹈

一
般
質
問

▽
合
併
に
伴
い
村
と
し
て
重
点
に

す
る
事
は
何
か
。

▽
武
石
村
子
育
て
支
援
事
業

推
進
に
つ
い
て

新
井
　
繁
雄
議
員



●
財
政
の
状
況
及
び
総
括
所
見

地
方
を
取
り
巻
く
財
政
状
況
は
、

国
地
方
を
問
わ
ず
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。

一
般
会
計
に
お
け
る
財
政
状
況
を

見
る
と
、
地
方
交
付
税
を
中
心
と
し

た
依
存
財
源
が
年
々
減
少
し
て
お
り
、

三
位
一
体
改
革
に
よ
り
依
存
財
源
の

確
保
は
更
に
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま

れ
る
。
そ
の
た
め
、
自
主
財
源
の
確

保
が
行
政
運
営
に
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

本
年
度
決
算
に
お
け
る
、
地
方
交

付
税
等
の
減
少
に
よ
り
自
主
財
源
の

構
成
比
率
は
32
・
７
％
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
中
心
と
な
る
村
税
の
決
算

額
は
、
前
年
よ
り
７
３
１
万
円(

１
万

円
未
満
切
捨
て
。
以
下
同
じ
。)

の
増

加
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
大
幅

な
増
額
は
望
め
な
い
。
村
税
の
収
入

未
済
額
も
１，

８
０
６
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
１
４
４
万
円
（
８
・

７
％
）
の
増
加
と
な
っ
た
。
ま
た
、

保
育
料
、
土
地
建
物
貸
付
収
入
に
お

い
て
も
収
入
未
済
額
が
み
ら
れ
る
。

未
収
金
の
回
収
に
当
っ
て
は
、
滞

納
者
個
々
の
実
情
を
十
分
把
握
し
、

き
め
細
や
か
な
対
策
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
滞
納
の
期
間
が
長
期
に
及
ん

で
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
精
査
し
、
無
資
力
、
所

在
不
明
等
に
よ
る
場
合
は
、
法
令
等

に
基
づ
く
徴
収
停
止
、
履
行
延
期
等

の
手
続
き
を
引
き
続
き
行
い
、
今
後

と
も
よ
り
一
層
の
努
力
を
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
特
別
会
計
に
お
け
る
収
入

未
済
額
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
、
獅
子
ヶ

城
簡
易
水
道
特
別
会
計
、
農
業
集
落

排
水
特
別
会
計
の
４
会
計
に
お
い
て
、

合
計
１，

５
５
０
万
円
で
、
前
年
度

と
比
べ
２
９
６
万
円
（
23
・
７
％
）

の
増
加
と
な
っ
た
。
未
納
額
が
増
加

傾
向
に
あ
る
中
で
、
一
般
会
計
と
同

様
に
対
策
を
講
じ
、
早
期
の
未
納
解

消
に
努
力
さ
れ
た
い
。

普
通
会
計
を
財
政
指
標
の
面
か
ら

み
る
と
、
財
政
力
を
示
す
財
政
力
指

数
は
０
・
２
２
３
で
あ
り
、
財
政
状

況
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率

は
86
・
５
％
と
な
り
、
標
準
的
と
言

わ
れ
る
70
％
か
ら
80
％
の
範
囲
を
２

年
連
続
で
超
え
た
。
公
債
費
に
よ
る

財
政
負
担
の
度
合
い
を
判
断
す
る
た

め
の
公
債
費
負
担
比
率
は
、
18
・

７
％
と
な
り
一
般
的
に
危
険
ラ
イ
ン

と
さ
れ
て
い
る
20
％
を
継
続
し
て
下

回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
起
債
制
限
比

率
は
、
７
・
２
％
と
な
り
５
年
連
続

で
上
昇
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
各
指
標
と
も
悪
化

傾
向
に
あ
り
、
財
政
運
営
に
と
っ
て

は
厳
し
い
状
況
で
推
移
し
て
お
り
、

財
政
構
造
は
さ
ら
に
一
段
と
硬
直
化

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、

本
年
度
の
決
算
は
財
政
運
営
上
随
所

に
努
力
の
跡
が
見
受
け
ら
れ
、
福
祉

企
業
セ
ン
タ
ー
建
設
等
の
福
祉
的
事

業
を
重
点
的
に
実
施
し
た
こ
と
に
よ

り
投
資
的
経
費
が
増
加
し
た
反
面
、

人
件
費
等
の
経
常
経
費
や
臨
時
的
経

費
の
節
減
な
ど
、
そ
の
努
力
は
評
価

に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
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平
成
16
年
度

決
算
審
査
意
見
書

（
一
部
要
約
・
抜
粋
）

○議員報酬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,643万円 
○議員期末手当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,071万円 
 
 
○合併検討経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,403万円 
○若者定住促進住宅補助事業・・・・・・・・・・・・ 3,600万円 
○地域インターネット導入事業・・・・・・・・・・ 5,021万円 
○ＣＡＴＶエリア拡大事業・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,352万円 
○公共交通施策検討事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 330万円 
 
 
○小規模ケア（宅幼老所）整備事業・・・・・・・・・ 452万円 
○高齢者にやさしい住宅改良促進事業・・・・ 101万円 
○福祉企業センター新築事業・・・・・・・・ 1億9,851万円 
○児童クラブ委託事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 244万円 
 
 
○依田窪福祉医療事務組合負担金・・・・・ 1億879万円 
○上田地域広域連合負担金 
　　　　　　　（クリーンセンター）・・・・・・・・ 2,813万円 
○上田地域広域連合負担金（清浄園）・・・・ 1,814万円 
 
 
○中山間地域農業直接支払事業・・・・・・・・・・・・ 384万円 
○農道修繕・水路補修事業・・・・・・・・・・・・・・・ 1,481万円 
○基盤整備促進事業（築地原地区）・・・・・・・ 1,787万円 
○松くい虫防除対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 461万円 
 
 
○うつくしの湯運営委託料・・・・・・・・・・・・・・・ 5,500万円 
○県観光開発公社償還金（温泉掘削）・・・・ 2,249万円 
 
 
○村道小寺尾線改良事業（橋りょう）・・・・・・・ 9,869万円 
○村道大平線改良事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,919万円 
 
 
○上田地域広域連合負担金（消防）・・・・・・・ 4,860万円 
○防火水槽整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 670万円 
 
 
○中間教室運営事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 337万円 
○高校通学援助事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 820万円 
○中学校体育館改築事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,200万円 

議会費 ● 5,009万円 

総務費 ● 4億8,870万円 

民生費 ● 6億6,704万円 

衛生費 ● 2億6,106万円 

農林水産業費 ● 3億4,711万円 

商工費 ● 1億2,782万円 

土木費 ● 2億1,437万円 

消防費 ● 7,410万円 

教育費 ● 3億428万円 

 （一般会計・抜粋） ★こ
んなこ

とに使われました★★こ
んなこ

とに使われました★★こ
んなこ

とに使われました★
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国民健康保険 3億5,906万円 3億1,311万円 
老人保健 5億3,768万円 5億  858万円 
診療所 1億6,545万円 1億4,358万円 
簡易水道 1億4,475万円 1億3,974万円 
獅子ヶ城簡水 1億    20万円 9,800万円 
農業集落排水 2億4,589万円 2億4,036万円 
同和住宅 237万円 181万円 

会計名 歳　入 歳　出 

※定額運用基金は含みません。 

特別会計の決算額 

平成12年度末 15億2,932万円 1億7,035万円 

平成13年度末 15億4,719万円 1,787万円 

平成14年度末 14億1,154万円 △1億3,565万円 

平成15年度末 12億1,701万円 △1億9,453万円 

平成16年度末 10億6,189万円 △1億5,512万円 

残　高 増　減 
一般会計基金残高の推移 

歳 

入 
諸収入 1億7,293万円 5.4％ 

県支出金 
1億3,370万円 
4.2％ 

国庫支出金 
1億1,621万円 3.6％ 

繰越金 8,485万円 2.7％ 

・使用料及び手数料 6,627万円 2.1％ 
・財産収入 5,358万円 1.7％ 
・分担金及び負担金 3,216万円 1.0％ 
・寄付金 1,130万円 0.4％ 

地方交付税 
13億8,621万円 
43.5％ 

村税 
3億3,833万円 
10.6％ 

繰入金 
2億8,268万円 
8.9％ 

村債 
3億6,445万円 
11.4％ 

歳入 
依
存
財
源
分

自

主
財
源
分

・地方譲与税 6,231万円 2.0％ 
・地方消費税交付金 4,186万円 1.3％ 
・自動車取得税交付金 2,429万円 0.8％ 

・地方特例交付金 827万円 0.3％ 
・利子割交付金 414万円 0.1％ 
・交通安全対策特別交付金 83万円 0.0％ 

議会費 5,009万円 1.7％ 

民生費 
6億6,704万円 
22.0％ 

農林水産業費 
3億4,711万円 
11.4％ 

総務費 
4億8,870万円 
16.1％ 

教育費 
3億428万円 
10.0％ 

土木費 
2億1,437万円 
7.1％ 

公債費 
4億2,889万円 
14.1％ 

商工費 
1億2,782万円 4.2％ 

消防費 
7,410万円 2.4％ 

災害復旧費 
4,955万円 1.6％ 

衛生費 
2億6,106万円 
8.6％ 

諸支出金 
2,006万円 0.7％ 

労働費 0万円 0.0％ 

歳 
出 

歳出 

31億8,444万円 31億8,444万円 

30億3,313万円 30億3,313万円 

自主財源 
10億4,213万円 
32.7％ 

依存財源 
21億4,231万円 
67.3％ 
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■
入
園
で
き
る
基
準

保
育
園
に
入
園
で
き
る
の
は
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
で
す

（
詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

○
保
護
者
が
家
庭
外
で
働
い
て
い

る
、
ま
た
は
自
営
業
・
内
職
を

し
て
い
る
た
め
子
ど
も
の
保
育

が
で
き
な
い
。

○
母
親
が
妊
娠
中
で
あ
る
、
ま
た
は

出
産
後
間
が
な
い
（
こ
の
場
合
、

入
園
期
間
に
限
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
児
童
保
育
課
へ
）。

○
保
護
者
が
病
気
や
心
身
の
障
害

な
ど
、
ま
た
は
家
庭
に
い
る
病

人
等
を
看
護
し
て
い
る
た
め
児

童
の
保
育
が
で
き
な
い
。

○
火
災
・
風
水
害
・
地
震
な
ど
の

災
害
の
た
め
、
そ
の
復
旧
の
間
、

児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
。

■
申
込
の
受
付

【
入
所
説
明
会
】

平
成
17
年
11
月
13
日（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時
ま
で

【
住
民
課
児
童
福
祉
係
】

平
成
17
年
11
月
14
日（
月
）〜

11
月
18
日（
金
）ま
で

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
ま
で

■
保
育
園
・
保
育
料
の
決
定
等

入
園
年
齢
は
４
月
初
日
の
年
齢
で

判
断
し
ま
す
。
入
園
希
望
園
の
申
し

込
み
が
集
中
し
た
場
合
は
、
第
２
希

望
以
降
の
保
育
園
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
４
月
〜
６
月
ま
で
の
保
育
料

は
、
保
護
者
の
か
た
か
ら
提
出
し
て

い
た
だ
い
た
書
類
を
も
と
に
暫
定
で

決
定
し
４
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

正
式
な
決
定
は
、
村
県
民
税
額
の

確
定
後
（
通
常
は
６
月
）
に
な
り
ま

す
。
こ
の
決
定
に
伴
い
年
度
途
中
で

保
育
料
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
途
中
入
園

特
別
な
事
情
で
急
き
ょ
入
園
す
る

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
受
け
入
れ

の
可
能
な
範
囲
で
年
度
途
中
で
の
入

園
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
み
か
ら
入
園
ま
で
の
流
れ

（
概
要
）

11
月
13
日
〜
18
日

新
規
入
園
申
し
込
み
受
付

↓

11
月
〜
１
月

入
園
基
準
審
査
・
各
保
育

園
の
人
数
調
整

↓

２
月
上
旬

入
園
承
諾
書
発
送

↓

２
月
下
旬

入
園
説
明
会

↓

４
月
上
旬

入
園
式

↓

４
月
中
旬

保
育
料
決
定
通
知
発
送

■
問
い
合
わ
せ

住
民
課
児
童
福
祉
係

℡
85
‐
２
８
２
７

□
入
園
児
童
を
対
象
に
し
て
い

る
サ
ー
ビ
ス

○
休
日
保
育
…
保
護
者
の
仕
事
の
都

合
等
で
休
日
に
保
育
を
必
要
と
す

る
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。
利
用

す
る
際
は
、
利
用
登
録
が
必
要
と

な
り
、
平
日
に
振
替
休
日
を
と
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
し
込
み
は

通
園
す
る
保
育
園
に
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
緊
急
の
場
合
は
休

日
保
育
実
施
園
に
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

○
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
保
育
…
保

育
園
で
の
集
団
生
活
が
可
能
な
範

囲
で
お
預
り
し
ま
す
。

○
給
食
…
地
場
農
産
物
の
利
用
に
努

め
、
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
提

供
し
ま
す
（
献
立
表
配
布
）。
な

お
、
３
歳
以
上
児
に
つ
い
て
は
、

主
食
を
持
た
せ
て
く
だ
さ
い
。

□
入
園
し
て
い
な
い
児
童
を
対

象
と
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

○
一
時
保
育
…
保
護
者
の
仕
事
（
求

職
活
動
等
）
・
出
産
・
病
気
（
通

院
）
・
冠
婚
葬
祭
等
で
、
一
時
的

に
家
庭
で
子
ど
も
の
保
育
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
利
用
で

き
ま
す
。
利
用
の
際
は
、
一
時
保

育
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

○
子
育
て
支
援
・
相
談

子
育
て
に
関
す
る
相
談
等
を
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
各
保
育
園
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や

各
保
育
園
で
は
保
育
園
等
に
通
園
し

て
い
な
い
児
童
を
対
象
に
園
開
放
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
に
あ
る

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

保
育
園
で
は
、
新
し
く
入
園
を
希
望
さ
れ
る
か
た
、
ま
た
は
育

児
休
業
終
了
か
ら
入
園
を
希
望
さ
れ
る
か
た
を
対
象
に
次
の
と
お

り
平
成
18
年
度
の
入
園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

平
成
18
年
3
月
に
予
定
し
て
い
る
上
田
市
、
丸
子
町
、
真
田
町

と
の
合
併
に
伴
い
、
合
併
3
町
村
の
保
育
園
へ
の
申
し
込
み
も
可

能
で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
か
た
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
度保

育
園
入
園
の
受
付

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

広報武石 平成１７年１１月号　No.460（18）

◇
受
付
期
間

平
成
17
年
11
月
１
日
か
ら

平
成
18
年
１
月
10
日
ま
で

◇
受
験
資
格

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
中

学
校
卒
業
予
定
者
（
卒
業
見
込
み
を

含
み
ま
す
）

◇
試
験
日

平
成
18
年
１
月
14
日（
土
）

◇
試
験
場

上
田
市
（
予
定
）

◇
生
徒
の
待
遇

●
身
　
　
分
…
特
別
国
家
公
務
員

●
高
等
教
育
…
入
隊
と
同
時
に
高
等

学
校
（
通
信
制
）
入
学
、
高
等
学

校
卒
業
資
格
を
取
得
（
３
年
間
）、

就
業
年
限
は
４
年
、
修
了
時
３
等

陸
・
海
・
空
曹
に
昇
任
、
将
来
の

専
門
技
術
者
を
養
成

●
手
　
　
当
…
初
任
給
月
給

１
５
２，

３
０
０
円

ボ
ー
ナ
ス
年
２
回

●
休
暇
休
日
…
週
休
２
日
制
、
祝
日
、

春
夏
冬
に
一
定
期
間
の
休
暇

●
衣

食

住
…
駐
屯
地
（
基
地
）
で

生
活
、
宿
舎
は
無
料
、
食
事
と
一

部
被
服
等
は
支
給
ま
た
は
貸
与

◇
志
願
書
類

志
願
票
、
受
験
票
、
写
真
３
枚

●
日
時
…
平
成
17
年
11
月
３
日（
木
）

午
後
１
時
か
ら
３
時

平
成
17
年
11
月
20
日（
日
）

午
後
１
時
か
ら
３
時

●
場
所
…
自
衛
隊
上
田
募
集
事
務
所

◇
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
上
田
募
集
事
務
所

℡
22
‐
５
２
６
７

長
野
県
長
野
技
術
専
門
校
で
は
、

１
年
制
訓
練
課
程
の
平
成
18
年
度
入

校
生
を
募
集
し
ま
す
。

◇
訓
練
期
間

１
年
間
（
平
成
18
年
４
月
〜
平
成

19
年
３
月
）

◇
募
集
科
名

・
Ｎ
Ｃ
機
械
科

・
電
気
工
事
科

・
画
像
処
理
印
刷
科

・
木
造
建
築
科

◇
募
集
定
員

各
科
と
も
20
名

◇
応
募
資
格

高
等
学
校
卒
業
（
ま
た
は
同
等
）

以
上
の
方

◇
願
書
受
付
期
間

一
般
入
校
選
考
　
平
成
17
年
10
月

31
日（
月
）〜
11
月
14
日（
月
）

◇
願
書
提
出
先

長
野
県
長
野
技
術
専
門
学
校
ま
た

は
上
田
公
共
職
業
安
定
所
へ

◇
選
考
日

平
成
17
年
11
月
25
日（
金
）

◇
お
問
合
せ
先

長
野
県
長
野
技
術
専
門
学
校

（
℡
０
２
６
‐
２
９
２
‐
２
３
４
１
）

ま
た
は
、
上
田
公
共
職
業
安
定
所

（
℡
23
‐
８
６
０
９
）
へ

◇
日
時

平
成
17
年
11
月
５
日（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

◇
内
容

・
訓
練
生
の
作
品
展
示

・
親
子
物
作
り
教
室

親
子
物
作
り
教
室
で
は
、
焼
き
杉

の
プ
ラ
ン
タ
ー
、
銅
版
コ
ー
ス
タ
ー
、

泥
団
子
、
本
箱
、
竹
船
形
の
寄
せ
植

え
、
わ
ら
ボ
ッ
チ
作
り
他
、
お
好
き

な
作
品
を
作
っ
て
持
ち
帰
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
１
点
の
み
無
料
で
す
。

（
２
点
目
か
ら
は
有
料
）

※
豚
汁
、
抹
茶
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま

す
。

◇
お
問
合
せ
先

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

（
℡
22
‐
２
６
６
６
）

長
野
県
労
働
局
で
は
、「
個
別
労

働
関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
個
々
の
労
働

者
と
事
業
主
の
間
の
労
働
条
件
、
募

集
・
採
用
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
等
の
労
働
関
係
の
あ
ら
ゆ
る

紛
争
を
対
象
と
し
て
解
決
援
助
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
詳
し
く
は
総

合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

上
田
労
働
基
準
監
督
署
内

℡
22
‐
０
３
３
８

11月 11月 
自
衛
隊
生
徒
募
集
の

お
知
ら
せ

長
野
県
長
野
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集
の

お
知
ら
せ

10月分の水道水水質検査結果について 

※注〇印‥‥‥‥検査した全ての項目が水質基準に適合 
　　△印‥‥‥‥検査した項目のうち一部が水質基準に不適合 
　　×印‥‥‥‥検査した項目全てが水質基準に不適合 

長 坂 水 系 

唐沢権現水系 

余 里 水 系 

〇 

〇 

〇 

浄水基本10項目の 
水質基準判定 ※注 

無 

無 

無 

水質基準の 
不適合項目 備　　　　　考 

権現の一部を除く上本入地区に給水 

余里地区に給水 

権現の一部と余里を除く村内全域と丸子町腰越の一部に給水 

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

学
校
開
放
祭
の

お
知
ら
せ

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
は
労
働
局
で

★
自
衛
隊
生
徒
説
明
会

★
上
田
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
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